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○
「
天
交
通
信
」
を
讃
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
岡
山
　
水
野
　
千
里

　
藤
井
天
文
盗
天
文
通
信
ば
山
本
助
教
授
の
洋
行
の

　
極
め
、
第
七
十
七
回
で
中
止
さ
れ
衷
の
ば
甚
だ
遺

憾
の
事
で
に
あ
る
が
、
同
助
教
授
御
多
忙
の
貼
曙

　
、
あ
鬼
事
で
も
察
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
通
信

　
第
一
回
か
ら
第
二
十
四
回
迄
の
妄
評
な
試
み
た
關

　
係
上
向
二
十
五
回
か
ら
第
七
十
七
回
ま
で
の
批
評

　
こ
い
ふ
よ
り
に
御
紹
介
た
致
し
ま
ぜ
う
O

　
　
　
　
木
星
の
観
測

甲
、
太
陽
系
の
案
内
　
遊
星
魏
測
の
眞
先
を
承
つ
カ

の
が
木
星
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
先
建
っ
て
太
陽
系

の
組
論
定
し
て
、
太
陽
系
の
案
内
が
し
て
あ
る
の
で

太
陽
系
「
家
族
の
名
稽
羅
に
じ
め
大
小
、
重
力
の
比

較
、
自
韓
公
轄
、
太
陽
か
ら
の
距
離
、
爾
星
の
事
な

ご
が
F
述
r
．
へ
て
あ
ろ
が
、
太
陽
か
ら
各
遊
星
一
迄
の
距
離

々
光
り
で
云
っ
て
あ
る
の
為
次
に
し
る
す
。

　
太
陽
の
光
が
水
星
に
達
ず
迄
ほ
，
分
ご
十
秒
。
金

　
足
7
μ
山
亭
分
｝
九
秒
O
ル
へ
星
漣
μ
十
二
分
四
十
秒
O
米
星

　
ば
四
十
三
分
二
十
秒
Q
圭
星
ほ
．
時
間
ε
十
九
分

　
四
十
秒
。
天
王
星
ば
二
時
間
ピ
四
十
分
。
海
王
星

　
ば
四
時
間
ざ
十
貸
で
あ
る
。

乙
、
木
星
に
付
て
の
概
要
　
木
星
の
實
髄
か
ら
説
明

　
し
自
轄
に
つ
い
て
木
星
の
赤
道
あ
れ
り
ほ
先
づ
九

時
間
ぜ
五
＋
分
で
く
る
り
ご
噌
周
り
し
、
赤
道
か

　
ら
南
又
に
北
に
行
く
亡
自
樽
の
時
間
が
九
時
間
ピ

　
五
十
五
分
以
上
ご
な
っ
て
み
る
。
僅
か
五
分
の
違

　
ひ
で
も
重
な
れ
ば
一
時
間
ε
な
り
二
畔
問
ミ
な
り

　
相
互
に
隣
り
合
っ
て
居
た
も
の
が
ダ
ン
く
離
れ

　
て
國
境
問
題
で
常
に
拶
ま
さ
れ
ろ
ニ
ピ
で
あ
ら
う

　
｝
年
ば
吾
々
の
十
二
年
で
長
い
が
｝
日
ほ
書
が
五

時
問
夜
が
玉
時
間
忙
し
い
こ
ミ
で
あ
る
Q
セ
．
面
の

　
温
度
に
約
「
千
度
多
少
玉
繭
し
て
居
ろ
。
赤
道
附

近
に
暗
箒
（
ペ
ル
ト
）
が
あ
っ
て
急
激
な
憂
彪
な
す

　
ろ
二
ぜ
匡
木
星
な
週
測
す
る
も
の
㌔
一
つ
の
樂
み

　
で
あ
る
。
次
に
衛
星
の
事
が
述
べ
て
あ
ろ
、
九
つ

　
の
衛
星
な
ヅ
ラ
V
ご
並
べ
て
み
る
。
木
星
に
人
が

　
居
て
毎
晩
空
加
之
い
て
見
う
な
ら
ば
滴
月
や
、
新

　
月
や
、
弦
月
や
あ
ら
一
9
ろ
形
の
月
が
同
畦
に
空
た

　
飾
ろ
の
で
謄
な
作
ろ
場
合
に
太
陽
暦
に
極
め
て
簡

　
軍
に
噸
年
が
地
球
の
藤
棚
年
ぐ
三
百
日
位
で
宣
い

筈
で
あ
る
が
太
陰
暦
で
も
作
ら
う
ミ
し
六
な
ら
ば

九
つ
の
お
月
さ
ま
か
ら
、
ド
ソ
葎
適
用
し
て
宜
い

　
か
大
混
再
々
価
す
に
逮
ひ
な
い
。

丙
、
遊
星
槻
測
の
仕
方
　
一
般
に
遊
星
の
薄
面
か
魏

　
測
マ
ろ
こ
ご
な
素
人
に
望
蓮
鏡
で
見
さ
へ
ず
れ
ば

　
よ
い
様
に
考
へ
て
居
る
が
非
常
に
六
ケ
敷
い
も
の

　
で
あ
る
ピ
て
遊
星
の
槻
測
な
順
足
立
　
・
第
一
墓

　
蓮
懸
り
選
澤
、
第
二
．
・
天
文
嬉
附
近
の
空
氣
の
般

態
で
あ
る
。
ジ
ツ
ト
魏
て
る
る
中
に
チ
ラ
少
ミ
良

　
い
空
氣
に
會
っ
て
星
全
心
の
形
が
非
常
に
明
瞭
に

　
澄
切
っ
て
魏
え
る
こ
ピ
が
あ
る
、
其
の
時
間
ほ
孚

　
秒
か
一
秒
か
ピ
い
ふ
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
其
の

　
間
に
詳
細
な
事
情
な
見
て
取
る
の
で
鶏
星
齪
測
程

　
面
倒
な
仕
事
に
な
い
∂
遊
星
の
親
測
は
肉
眼
が
よ

　
く
て
爲
眞
は
全
く
だ
め
で
あ
る
Q
衛
星
に
小
い
か

　
ら
に
面
ば
定
て
も
剣
ら
な
い
の
で
位
置
な
知
ろ
の

　
で
あ
る
o

丁
、
木
星
、
．
關
す
る
諸
問
題

　
1
、
木
星
の
自
韓
開
題
　
　
2
、
木
星
の
赤
鮎

　
3
、
丞
星
の
℃
存
分
析
す
ろ
ε
褐
色
の
部
分
な
強

く
吸
目
し
爬
み
る
バ
ン
ド
が
あ
る
が
そ
の
順
因
が

　
不
明
で
あ
る
0
4
、
ア
イ
ン
シ
タ
ィ
ン
の
相
封
原

　
理
ざ
木
星
ヒ
の
關
…
係
。
以
上
未
だ
解
繹
さ
れ
て
居

　
な
い
の
で
あ
る
。

戊
、
今
年
度
の
木
星
の
順
行
　
乙
女
座
か
ら
天
秤
座

　
に
又
復
乙
女
座
に
現
ほ
れ
て
妊
る
の
で
あ
塔
。
木

　
星
』
が
F
初
め
束
へ
進
み
、
二
月
の
留
以
後
に
田
H
へ
・
万

　
角
た
憂
へ
、
六
月
か
ら
に
復
東
へ
進
む
ご
云
ふ
複

　
雑
な
運
行
ほ
何
故
に
起
る
か
ミ
云
ふ
定
木
星
も
地

　
球
も
太
陽
な
中
心
ピ
し
て
廻
っ
て
居
乃
か
ら
起
ろ

　
の
で
あ
ろ
Q
地
球
の
蓮
動
が
遽
く
て
輔
導
ピ
一
月

　
毎
に
圃
回
つ
つ
木
星
々
遭
ひ
越
す
ご
ミ
に
塾
る
。

　
そ
の
暗
水
星
な
見
て
居
る
ミ
、
木
星
か
東
か
ら
西

に
邉
却
し
て
居
壬
棟
に
見
．
配
る
の
で
あ
る
。
距
離

　
匡
一
億
七
千
一
百
萬
里
乃
至
二
億
『
千
萬
里
。
光

　
度
ほ
負
一
等
か
ら
負
二
等
。
覗
直
径
ほ
最
大
四
十

　
四
秒
二
、
、
最
小
三
十
六
秒
で
あ
る
。

　
　
　
　
土
星
の
観
測

甲
、
輸
の
あ
ろ
星
　
土
星
を
墓
遠
鏡
で
観
る
ピ
曇
ふ

　
ミ
大
虚
面
白
い
・
其
の
謁
に
彼
の
有
名
な
美
し
い

輪
た
持
っ
て
る
う
か
ら
詔
に
見
隔
て
も
吐
の
土
星

　
の
観
測
存
喜
ば
な
い
人
ば
な
い
。
が
り
レ
ォ
に
右

　
ピ
左
ぜ
に
一
つ
客
思
が
あ
る
ぜ
堅
剛
、
ハ
イ
ゲ
ン
ス



270

　
は
偏
畢
な
輪
で
あ
ろ
ビ
知
つ
距
。
カ
ン
シ
ニ
は
輪

　
の
眞
中
に
空
隙
が
あ
ろ
こ
定
々
嚢
見
し
六
。
其
の

　
後
エ
ン
ケ
等
が
澤
山
の
小
ま
か
き
空
隙
存
見
付
け

　
て
來
六
。
十
九
栃
紀
の
末
キ
ー
ラ
ー
が
光
の
分
析

　
に
託
て
輪
の
構
造
如
塑
堅
し
髄
か
に
其
の
輪
ば
微

　
塵
天
髄
の
集
合
で
あ
ろ
ヒ
云
ふ
ご
ざ
な
謹
擦
立
て

　
た
。
今
年
の
運
行
や
、
光
褒
、
再
思
距
離
鯉
の
こ

　
ご
も
述
べ
て
あ
ろ
9

乙
、
木
星
ご
の
比
較
　
大
さ
も
比
重
も
大
差
な
く
、

南
牝
の
極
が
赤
道
の
直
径
よ
り
も
著
る
し
く
短
い

　
こ
ε
、
乳
牛
の
遽
度
も
、
赤
道
ピ
赤
道
で
な
い
部

分
ピ
が
異
な
る
廻
漕
准
ず
る
こ
亡
、
そ
れ
か
ら
表

面
の
物
質
が
太
陽
か
ら
受
け
六
様
々
に
ね
返
す
能

　
率
に
矢
張
り
木
星
亡
同
じ
や
う
に
大
概
大
き
い
こ

　
ピ
な
述
べ
、
土
星
の
方
が
遠
方
に
あ
る
か
ら
木
星

　
の
研
究
に
よ
っ
て
土
星
の
こ
ピ
が
明
瞭
に
な
る
ぜ

　
解
き
、
土
星
に
に
衛
星
が
十
箇
あ
る
が
チ
タ
ン
が

　
九
等
星
争
、
他
の
も
の
ば
十
等
黙
下
の
光
り
で
あ

　
る
こ
ピ
や
、
フ
ェ
ベ
だ
け
に
正
反
封
の
方
角
に
廻

　
馨
し
て
居
ろ
こ
ε
が
蓮
べ
て
あ
る
Q

　
　
　
　
海
王
星
の
観
測

甲
、
登
見
物
語
　
ウ
リ
ア
ム
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
が
天
王

星
な
獲
増
し
た
後
、
此
の
星
に
就
い
て
研
究
の
結

　
果
、
そ
の
蓮
買
上
評
決
す
る
こ
ビ
が
出
來
な
い
貼

　
が
あ
っ
た
9
英
國
の
ア
ダ
ム
ス
ε
佛
國
の
〃
べ
可

　
工
ρ
．
云
ふ
二
八
ば
理
論
的
に
天
王
星
の
外
側
に
一

　
遊
星
の
あ
る
、
；
㌧
な
獲
表
し
表
O
蜀
國
の
が
ル
ソ

　
に
ル
ベ
リ
エ
の
楽
弓
に
よ
っ
て
一
八
四
六
年
に
一

　
つ
の
遊
星
な
鳥
見
し
六
、
こ
れ
が
海
王
星
で
あ
ろ

乙
、
蓮
い
一
遊
星
　
こ
の
星
に
太
陽
か
ら
略
罵
十

　
一
億
里
、
軌
道
全
燈
た
一
周
す
る
の
が
百
六
十
四

年
か
、
ろ
の
で
、
獲
見
後
今
日
迄
に
ま
だ
軌
道
の

牛
分
も
蓮
弱
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
星
の
大
さ

　
ほ
地
球
の
四
倍
程
の
直
径
た
持
っ
て
居
る
が
何
分

　
遠
方
に
あ
る
の
で
、
直
径
ぽ
男
盛
の
一
千
分
の
一
位

　
に
し
か
見
え
な
い
。
光
も
元
來
ほ
澤
山
あ
ろ
が
遠

　
い
爲
あ
に
地
球
か
ら
1
1
肉
眼
で
に
見
え
な
い
八
等

　
星
で
あ
る
。
比
重
感
量
の
十
二
割
、
望
蓮
脚
で
見

　
る
ぜ
表
面
に
に
極
め
て
か
す
か
な
ベ
ル
ト
が
翻
…
え

　
カ
り
、
斑
鮎
が
観
え
た
り
す
る
が
煮
方
に
あ
る
の

　
で
裏
面
の
験
況
が
至
っ
て
不
明
で
あ
る
。
唯
七
、

　
入
年
前
亜
勢
利
加
の
マ
ツ
〃
ス
エ
ツ
ビ
云
ふ
人
が

　
こ
の
星
の
光
度
々
綿
密
に
観
測
し
て
七
時
間
ε
五

　
十
分
の
周
期
た
以
て
膚
罰
す
る
ぜ
い
ふ
ご
ぜ
た
獲

　
見
し
六
ぜ
述
べ
て
あ
ろ
O

叩
囚
、
今
日
の
海
王
日
日
　
衛
星
」
μ
一
つ
｝
入
四
山
ハ
年
の

　
末
に
ラ
ン
セ
ル
が
資
見
し
た
。
光
度
ぱ
十
三
等
，

　
公
言
が
五
日
ご
二
十
一
時
間
で
あ
る
。
こ
の
佃
野

　
王
星
ほ
蟹
座
に
あ
る
が
、
年
に
二
度
程
宛
東
へ
東

　
へ
ざ
動
い
て
行
く
爲
め
に
大
正
十
二
年
に
ば
獅
子

　
星
座
に
濱
入
っ
て
行
く
筈
で
「
吋
以
上
の
望
遠
鏡

　
な
ら
ば
見
ろ
こ
ご
が
出
來
る
ご
。

　
　
　
　
火
星
の
親
測

甲
、
火
星
來
る
ー
ー
本
年
度
の
行
程
　
本
年
の
始
め

　
頃
天
秤
星
座
に
あ
っ
れ
が
、
だ
ん
く
東
行
し
て

　
二
月
末
に
に
蜴
星
座
に
入
り
、
四
月
十
五
日
に
な

　
つ
て
黄
道
な
南
へ
横
ぎ
り
、
五
刀
八
日
に
至
っ
て

　
一
旦
東
行
な
中
止
し
、
其
の
翌
日
か
ら
に
少
し
南

　
に
外
れ
て
、
も
ε
來
ナ
一
道
の
方
へ
西
［
へ
西
へ
ぜ
魯
勘

ぎ
出
し
索
、
そ
し
て
蝸
座
の
ア
ル
フ
ァ
星
へ
一
直

線
に
進
み
、
七
月
十
七
日
に
衝
突
也
ん
ば
か
り
に

　
近
づ
き
、
其
の
距
離
ほ
角
度
で
二
度
、
そ
れ
か
ら

　
又
束
へ
向
き
攣
へ
て
行
く
の
で
あ
る
Q
光
ほ
今
年

　
始
め
頃
、
ま
つ
一
等
星
、
だ
ん
く
左
き
く
な
つ

　
て
ρ
等
星
、
負
一
黒
星
ピ
な
り
、
遂
に
負
二
等
星

　
芒
な
り
、
そ
れ
か
ら
少
し
づ
㌧
衰
へ
年
末
に
に
又

　
｝
等
星
ε
な
る
の
で
あ
る
。
距
離
か
ら
い
へ
ば
年

　
初
ほ
六
千
入
百
萬
里
。
六
月
十
九
日
に
に
一
千
七

　
百
四
十
萬
里
に
志
づ
春
年
末
に
ば
五
千
萬
里
以
上

　
を
越
え
て
し
ま
ふ
。
天
王
中
で
火
星
ほ
こ
速
い
蓮

　
動
な
す
る
星
ぽ
な
い
。
蝸
座
の
ア
ル
フ
ァ
星
ε
同

　
様
赤
星
で
ア
ル
フ
ァ
星
な
一
名
ア
ン
タ
レ
ス
ピ
云

　
ふ
の
ば
「
火
星
の
相
手
」
建
云
ふ
意
味
で
、
こ
の
二

　
つ
の
星
が
並
ん
で
見
レ
2
る
ピ
き
ほ
確
か
に
天
空
の

偉
魏
で
昔
の
人
も
此
の
二
つ
の
星
ぱ
何
か
特
別
の

　
線
が
あ
ろ
様
に
．
考
へ
㎞
蝸
星
憾
惇
μ
火
志
州
り
生
・
れ
．
故
郷

　
で
あ
る
ピ
信
ぜ
ら
れ
て
居
六
ご
詳
細
に
述
べ
て
あ

　
る
。

乙
、
火
星
り
お
手
柄
　
今
た
煮
る
こ
三
二
百
絵
年
デ

　
ン
マ
ー
ク
の
國
に
テ
イ
ヒ
ヨ
凹
い
ふ
天
田
學
者
が

　
あ
っ
て
非
常
の
熟
練
な
以
っ
て
柄
箒
に
天
燈
の
位

　
置
か
観
測
し
て
、
そ
の
観
測
結
果
ば
誠
に
千
萬
金

　
に
も
代
へ
難
春
貴
重
な
遺
産
で
あ
っ
糞
。
そ
の
遺

　
乾
果
か
ら
、
粥
子
の
ケ
プ
レ
四
ほ
火
星
の
蓮
動
た
研

　
謁
し
て
こ
の
天
髄
ば
楕
三
富
の
軌
道
を
周
ぐ
ろ
こ

　
ピ
な
襲
失
し
蕾
火
星
の
み
で
な
く
、
木
星
も
金
星

　
も
其
の
他
あ
ら
ゆ
る
遊
星
が
総
て
楕
圓
形
の
軌
遣
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を
廻
っ
て
居
る
こ
ε
恥
知
っ
て
、
天
禮
蓮
行
の
秘

　
密
々
徹
斑
的
に
解
く
こ
ε
が
出
隅
た
の
で
あ
る
。

丙
、
火
星
の
咽
般
　
火
星
の
太
陽
か
ら
の
距
離
、
勲
…

　
道
々
述
べ
、
黄
直
上
の
送
行
期
間
短
い
時
に
六
十

　
日
位
、
疑
い
時
に
八
十
日
に
屯
飴
る
も
あ
り
地

球
か
ら
の
距
離
に
し
て
ち
最
遠
一
億
里
か
ら
、
最

　
近
｝
干
四
百
萬
里
、
光
度
ほ
一
、
六
等
級
か
ら
負

　
二
、
入
等
級
ま
で
上
下
す
る
の
で
あ
ろ
。
一
公
韓

　
に
一
年
ピ
三
百
二
十
二
日
で
あ
ろ
か
ら
地
球
に
欝

　
し
て
衝
ヒ
か
A
§
か
太
陽
こ
の
鴬
町
位
置
が
幽
幽

　
の
位
置
に
來
る
の
に
亭
均
七
百
八
十
日
毎
に
繰
返

　
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
火
星
の
直
径
に
地
球
の
ヨ
割

　
四
分
し
か
な
い
。
衛
星
に
二
つ
、
火
星
の
亭
均
密

　
度
に
水
の
三
、
入
で
月
の
密
度
に
近
い
こ
亡
に
な

　
る
。
火
星
の
白
韓
遇
期
に
二
十
四
時
間
三
十
七
分

　
二
十
二
、
紅
白
で
あ
る
亡
Q

太
陽
系
に
乱
す
う
も
の
に
右
の
一
月
の
観
測
、
彗

星
の
槻
測
、
流
星
、
天
三
王
蹴
る
、
黄
道
光
、
小

遊
星
に
就
い
て
蓮
べ
ら
ろ
豫
定
で
あ
っ
た
が
米
星

土
星
、
海
王
星
、
火
星
の
み
こ
就
い
て
穿
あ
っ
て

物
足
ら
η
感
が
ず
る
が
、
し
か
し
こ
の
目
星
の
親

藩
の
み
に
て
も
普
通
の
天
文
書
を
見
て
も
書
い
て

な
い
事
が
大
部
分
な
の
で
、
一
通
リ
心
得
て
居
る

も
の
に
ば
是
罪
讃
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

ろ
。
こ
の
通
信
拭
完
結
後
に
に
軍
行
本
ぜ
な
っ
て

出
る
様
に
確
い
て
居
六
が
こ
う
な
り
六
か
、
そ
の

後
の
様
子
た
知
ら
な
い
が
今
度
「
講
評
ご
り
ご
り
」

な
る
本
が
乙
訓
さ
れ
、
近
く
「
星
空
の
親
察
」
も
出

版
さ
れ
る
さ
う
で
あ
る
か
ら
そ
れ
等
な
合
ぜ
見
回

ら
天
堂
學
上
の
知
識
珊
々
滞
足
ぜ
し
む
る
で
あ
ら

う
。
次
回
に
恒
星
に
關
す
る
も
の
か
御
紹
介
し
ま

ぜ
う
。

　
　
　
く
‘

　　

@　

@
雑
　
　
報

　
　
　
　
ほ
ノ
ぞ
ぞ
ゴ
ぞ
ノ
ノ
ゴ
ノ
ノ
ノ
ノ
ま
　
ア
ダ
を

　
　
新
彗
星
の
襲
見

　
二
十
一
日
午
後
二
時
白
耳
義
中
央
天
竺
藁
か
ら
東

京
天
交
‘
憂
へ
『
十
月
目
†
九
日
白
瓢
義
ペ
ル
ゲ
ド
ル
フ

大
黒
星
學
教
授
バ
ア
デ
氏
一
新
辣
星
だ
嚢
聾
す
』
曾

の
電
報
が
碧
し
雲
。
其
報
道
に
よ
れ
ば
新
薄
星
の
位

置
ほ

　
赤
経
十
九
時
四
十
山
ハ
分
圃
二
十
山
ハ
秒

　
　
　
　
　
　
　
（
日
々
二
分
十
二
秒
檜
）

　
赤
緯
北
三
十
七
度
四
十
六
分

　
　
　
　
　
　
　
（
日
々
十
五
分
減
）

京
都
大
學
天
爵
藁
の
．
上
田
助
教
、
及
び
中
村
氏
の
二

十
三
日
夜
の
親
測
に
よ
れ
ば
蝦
蟹
星
ほ
九
、
五
等
の

光
度
矩
有
し
図
形
の
舞
星
に
て
薄
き
露
な
有
ち
・
直

裡
ほ
約
五
分
な
り
。

因
に
同
彗
星
ぽ
二
吋
の
墓
遠
鏡
に
て
幽
か
に
見
得
ろ

　
　
　
同
好
會
報

　
　
天
界
の
敢
へ
る
宇
宙
の
無
限
大

　
大
連
市
の
通
去
四
、
年
間
星
に
面
す
る
常
識
の
暮
及

に
努
め
來
ら
れ
た
同
好
會
員
の
南
浦
洲
高
等
工
業
學

校
敦
論
西
岡
永
太
郎
氏
よ
り
の
通
信
に
曰
く

「
何
故
誰
か
サ
私
に
星
座
な
教
へ
て
呉
れ
て
星
の
世

界
な
私
に
な
つ
か
し
い
親
し
む
も
の
ヒ
し
て
呉
れ
な

か
つ
六
の
だ
ら
・
り
？
」
ミ
に
ト
ー
マ
ス
、
カ
ー
ラ
イ

ツ
の
老
年
の
歎
き
で
あ
っ
カ
ぜ
傳
へ
聞
い
て
居
り
ま

す
が
私
の
如
き
老
生
も
高
潮
同
感
で
あ
り
ま
す
。
「

燈
私
の
年
少
の
頃
ば
父
母
な
り
兄
姉
な
り
が
、
星
に

書
し
て
に
現
在
の
丈
化
に
惜
…
れ
た
人
よ
q
も
よ
り
以

上
の
智
識
な
持
っ
て
居
六
か
の
様
な
感
じ
が
い
大
し

ま
す
Q
そ
れ
で
多
少
ば
其
感
化
か
受
け
て
ゐ
ま
し
六
〇

之
に
反
し
て
現
代
の
人
に
パ
ン
に
追
ば
る
」
ぜ
い
か

ほ
知
り
ま
ぜ
ぬ
が
比
較
的
此
の
方
面
の
智
識
が
低
下

し
て
來
に
ぜ
ぬ
か
三
門
に
れ
ま
す
Q
こ
れ
ほ
軍
に
私

一
人
の
言
ふ
所
の
み
な
ら
す
多
く
の
人
も
亦
同
様
に

申
さ
れ
ま
ず
・
o
そ
の
理
由
ほ
星
な
二
六
か
ら
ビ
て
直

接
生
活
上
の
何
の
利
子
を
得
る
わ
け
で
も
な
れ
ば
、

此
の
繁
忙
に
し
て
し
か
も
世
智
辛
い
眸
代
に
星
な
窺

が
う
山
様
な
蝕
裕
が
な
い
ビ
い
ふ
の
で
あ
り
ま
ぜ
う
。

そ
の
御
説
毛
誠
に
一
環
あ
ろ
乏
で
ば
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
人
間
ほ
パ
ン
の
み
に
て
生
く
る
も
の
で
な
く

天
の
彼
方
に
啓
示
さ
れ
て
み
る
宇
宙
の
論
理
を
探
求

し
自
然
の
荘
嚴
亡
か
雄
大
亡
か
に
感
じ
，
地
上
の
生

活
か
教
ふ
る
そ
の
敏
訓
な
學
ぶ
こ
亡
に
努
め
天
窟
葎

知
る
こ
亡
が
一
節
で
あ
り
ま
す
O

　
日
本
に
に
古
來
星
た
魏
察
す
ろ
方
面
の
學
術
約
研

究
の
獲
達
し
て
み
な
か
つ
五
こ
ミ
に
純
圓
本
の
言
葉

で
命
名
さ
れ
六
星
崎
の
少
い
の
に
見
て
も
知
ら
れ
ま

ず
〇
六
ま
／
、
名
前
を
有
っ
て
居
れ
ば
民
國
名
の
焼


